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　国勢調査によると，平成 27 年現在，日本に住む外国人人口は175.2 万人であり，日本人人口
は減少する一方，外国人人口は増加傾向が続いている1）。国籍別に見ると，「中国」が51.1 万人
と最も多く，「韓国・朝鮮」（37.7 万人）がそれに続いている。平成 12 年調査と比べると，外国人
の国籍別人口構成は大きく変化し，「中国」籍の割合はこの15年間で10ポイント近く上昇した。ま
た，都道府県別には，東京都（37.9 万人），愛知県（16.6 万人），大阪府（15.1 万人），神奈川県
（14.5 万人），埼玉県（10.5 万人）で外国人人口が多く，それらの都府県だけで同人口の半数以
上を占める。ただし，実際にはこれ以上の外国人が日本で暮らしており，法務省「在留外国人統






















































































　本稿で用いるデ ターは，2016 年 5月～ 6月に筆者ら2名によって実施された，横浜中華保育
園でのエスノグラフィック・インタビュー調査より得られたものである。横浜中華保育園の概要は次






































横浜市中区役所で受付けされる。保育時間は，平日は午前 7時 30 分から午後 7時 30 分まで，
土曜日は午前7時30分から午後5時までである。園児の受け入れは生後57日目から5歳児まで，
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 4） 横 浜 市「 横 浜 保 育 室 の ご 案 内 」（http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/unei/hoikuseido/ file/
ysitufutankeigen.pdf）を参照。
 5） こうしたバイリンガル児の自発的な「通訳」は，多文化保育の現場ではしばしば生じることであり，例えば，
中華系保育園での保育活動の観察（ビデオ撮影）を行った研究報告（榊原 2016，山名 2016）でも指摘されて
いる。
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